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1 はじめに
現在では通販サイトなどを通じて膨大な数の電子書

籍が流通している。しかし、数が膨大なぶん読みたい

小説のタイトルや著者が決まっていない場合、自分の

求めている小説を見つけるのは難しい。そのため、ユー

ザーが求めている小説を簡単な質問を繰り返すことで

探してくれる検索システムを構築することを最終目標

としている。

小説の検索システムを構築するためにはまず、どの

ような小説であるか特徴づける必要がある。物語の読

み手は登場人物が引き起こすできごとと心情の表象に

応じて興味を感じる [1]。これより、登場人物による行

動、登場人物同士の関係などを物語の進行にそって表

したプロットを作成し、それを小説の特徴とする。登場

人物の情報や相関図に関する研究として [2]がある。[2]

では、人名、登場人物をノードとし人物関係をエッジ

としたグラフによって人物相関図を表現している。こ

こでは関連度が高いほどノード間のエッジを短くして

おり、重要な登場人物が図の中央に来るようになって

いる。これを参考にし、プロットを作成したい。

本稿では、小説検索システム構築の手始めとなるプ

ロット作成を目的とし、場所・登場人物・登場人物同

士の関係性・できごとを用いたプロット作成の実験結

果について報告する

2 提案手法

2.1 システム概要および本稿の狙い
小説の本文を利用し、求めている小説を検索てきる

システムの構築を目指す。このシステムは予め作成さ

れたプロットを用い、ユーザが入力した自然文から必

要な情報を抽出し、抽出した情報とプロットを比較す
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ることで推薦候補を絞り込む。候補が多数存在してい

る場合には絞り込み用の質問を提示し、それに対する

回答を利用して適当数に減るまで絞り込むことを想定

している。現在はこの前段階であるプロット作成にお

ける敵対関係有無の判定に着手している。

2.2 プロット作成
プロットは各場面の「場所」、「登場人物」、「登場人

物同士の関係性」、「できごと」の 4項目の組み合わせ

で表現される。本稿では、小説の場面分けは時間、場

所、出てくる登場人物の変化を考慮し手作業で行った。

また、「登場人物」「場所」「できごと」はあらかじめ抽

出できてるものとみなし、その前提で「登場人物同士

の関係性」を「敵」かそれ以外かを判断するだけの問

題設定とした。

2.3 敵か否かの判断実験 1

敵同士は戦いや攻撃を表す動作が文中に現れると考

え、登場人物同士の動作を使用した。一文に登場人物

が二人以上いる場合に限定し、その分における動詞を

特徴として抽出する。また、あらゆる表示方法 (引っ掻

く、引っかく、ひっかく)に対応するため読みを使用し

た。例えば「犬は庭を駆け回り、猫はこたつで寝まし

た。」という一文からは犬と猫が登場人物とした場合、

「かけまわる、ねる」が特徴となる。動詞の抽出を行う

ためにMecabを使用した。これを一場面の全文に行い、

抽出した動詞の中から [3]の分類に基づき攻撃を表す動

詞のみを抽出する。登場人物同士が敵か否かの判断を

式 (1)を使い行う。数値が高いほど敵である可能性が

高くなると考える。

キーワードとマッチした単語数
固定の登場人物二人に関する一場面すべての動詞数 × 100 (1)

2.4 結果と考察 1

図 1の「結果: 実験 1」に示す。また、図 1は赤文字

が敵と判断するのが正しい項目、黒文字が敵ではない

と判断するのが正しい項目となっている。実験 1の結

果より、「きじ・猿」が敵である可能性が一番高くなり、
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逆に敵同士と判断して欲しい「桃太郎・鬼」は敵である

可能性が低くなった。原因として動詞や名詞の動作主、

受動者を無視したことが原因と考える。例えば「犬が

鬼にくいつき、猿は鬼に引っかきました。」など二人以

上の登場人物が一文に出現した場合、その一文の動詞

と登場人物名以外の名詞をすべて抽出、特徴としてし

まい「犬・鬼」「猿・鬼」「犬・猿」それぞれが「くいつ

く、ひっかく」を特徴としてしまい、スコアが高くなる

点。登場人物同士の特徴となる動詞とキーワードの動

詞を比較するさい読みを使用したため、「轢く (ひく)」

のように攻撃を表す動詞と「引く (ひく)」のような攻

撃を表さない動詞がマッチする点。今回使用したキー

ワードのみだと少なすぎたという 3点があげられる。

2.5 追加実験 (実験 2)

実験 1の結果を踏まえ、キーワードと登場人物同士

の特徴を比較する際に読みではなく基本形を使用し、

さらに類義語辞典を利用し、さまざまな漢字とひらが

なの組み合わせに対応するようにした。また比較対象

となる登場人物同士の特徴を動詞のみではなく登場人

物名以外の名詞を追加した。キーワードに [5]の競争・

争い・戦争・攻防・勝敗・軍事から、名詞と動詞を増

やした。実験 1で使用した文章と同じもの、敵か否か

を判断する式を式 (2)を使用し実験をおこなった。

キーワードとマッチした単語数
固定の登場人物二人に関する一場面すべての動詞、名詞数 × 100 (2)

2.6 結果と考察 2

追加実験の結果を図 1の「結果: 実験 2」に示す。こ

れより、実験 1で敵である確率が高くなっていた「お

じいさん・おばあさん」などの 3項目が敵である確率

が低くなり、「桃太郎・鬼」の的である確率が高くなり、

改善が見られた。しかし、敵と判断して欲しい「桃太

郎・鬼」より「きじ・犬」の敵である可能性が高くなっ

ている。これは動詞や名詞の動作主、受動者を考慮す

ることで改善されると考える。また、今回キーワード

とマッチした単語は「つつく、攻め込む、降参、引っか

く」のみであり、キーワードとなっていないが戦いや

攻撃などに関する言葉を手作業で探した結果、逃げる

などの単語計 5つ見つかった。これらはキーワードの

不足も悪化要因に繋がっていることを意味している。

3 今後の予定
今回の結果から、動詞、名詞のみを使い、敵か否かを

判断するのは難しいことがわかった。動作の動作主、受

人物 おじいさん
おばあさん

おじいさん
桃太郎

おばあさん
桃太郎

きじ
犬

きじ
猿

きじ
鬼

結果: 実験1 11.11 11.11 11.11 7.14 12.5 4.00

結果: 実験2 0.00 0.00 0.00 3.70 3.26 4.04

人物 桃太郎
犬

桃太郎
猿

桃太郎
鬼

犬
猿

犬
鬼

猿
鬼

結果: 実験1 0.00 0.00 0.00 5.00 7.14 7.14

結果: 実験2 0.00 0.00 3.54 3.06 4.48 4.48

図 1: 敵か否かの判断

動者に関する問題解決のために係り受けや、キーワー

ドとなる単語が出現している一文から動作主や受動者

に関するパターンがないか調べていきたい。また、「敵」

以外の関係性のパターンを増やしていきたいと考えて

いる。関係検出漏れがあった場合、登場人物同士が現

れる場面で関係性を確認できるパターンがないか検討

しパターンを増やす。しかし、これだけだと重要では

ない人物同士の関係が抽出され、プロットが複雑にな

りすぎる。このため、馬場ら [2]の研究を参考に、人物

Aと人物 Bの関連度の高さを算出し、関連度の高い人

物同士が現れる文に注目し、優劣を付けてプロットに

含めるか否かを判定したい。
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